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12
月
５
日
、
８
日
、
９
日

の
本
会
議
で
は
、
22
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
た
物
価

高
対
策
や
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
基
本
計
画
な
ど
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
求
め
ま
し

た
。

　

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
本
会
議
の
録
画

映
像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
明
石
の
大
切
な
海
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
が
海
の
現
状

や
環
境
へ
の
影
響
な
ど

を
知
る
機
会
を
増
や
す

べ
き
と
考
え
る
。
令
和

７
年
８
月
に
小
学
生
を

対
象
と
し
た
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
が
、

来
年
度
以
降
の
開
催
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
水
産
物
に
恵

ま
れ
た
海
の
ま
ち
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
が
、
近
年
は
栄
養

塩
類
の
減
少
等
に
よ
る

漁
獲
量
の
減
少
な
ど
水
産

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。
環
境
保
全
を
目
指

す
取
り
組
み
と
と
も
に
市

民
が
海
を
身
近
に
感
じ
る

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

る
。
今
年
度
は
、
子
ど
も

と
保
護
者
を
対
象
に
、
た

こ
つ
ぼ
の
絵
付
け
や
タ
ッ

チ
プ
ー
ル
、
た
こ
料
理
の

試
食
等
、
明
石
の
海
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
新

た
に
実
施
し
た
。
10
組
20

人
の
募
集
に
対
し
２
４
７

組
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

た
め
、
今
後
は
募
集
人
数

を
拡
大
し
開
催
時
期
や
実

施
内
容
、
安
全
管
理
方
法

に
配
慮
し
、
漁
協
と
協
力

し
て
、
誰
も
が
安
全
安
心

に
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な

海
づ
く
り
に
参
画
で
き
る

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
へ
発
展

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

の
検
討
状
況
を
聞
く
。

答　
新
ご
み
処
理
施
設
は
、

国
の
交
付
金
制
度
を
活
用

し
整
備
す
る
が
焼
却
施
設

を
令
和
10
年
度
以
降
に
着

工
す
る
場
合
、
交
付
金
の

減
額
措
置
の
対
象
と
な
る

た
め
９
年
度
の
着
工
を
予

定
し
て
い
る
。
乾
式
メ
タ

ン
ガ
ス
化
施
設
は
、
生
ご

み
や
紙
類
な
ど
を
メ
タ
ン

ガ
ス
に
変
換
し
エ
ネ
ル
ギ 

ー
回
収
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
効
果

が
期
待
で
き
る
。し
か
し
、

メ
タ
ン
発
酵
後
に
発
生
す

る
残
留
物
の
焼
却
処
理
が

必
要
な
こ
と
、
建
設
予
定

地
の
面
積
不
足
や
市
の
財

政
負
担
も
増
額
と
な
る
こ

と
等
か
ら
同
施
設
の
併
設

は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

	
  

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
学
識
者
を
交

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

検
討
を
重
ね
焼
却
施
設
の

規
模
縮
小
や
既
存
施
設
の

解
体
工
事
費
の
抑
制
な
ど

事
業
費
削
減
に
努
め
て
い

る
。
事
業
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
民
間
の
技
術
や
効

率
性
を
最
大
限
活
用
で
き

る
事
業
方
式
を
採
用
し
焼

却
炉
数
の
幅
を
持
た
せ
る

こ
と
で
競
争
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
市

民
に
丁
寧
に
報
告
し
、
費

用
の
適
正
化
に
取
り
組
む
。

問　
明
石
市
の
歴
史
的
町
並

み
や
建
造
物
を
守
り
、
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た

問　
市
内
の
事
業
者
を
対
象

と
し
た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
以
下
、
カ
ス

ハ
ラ
）
防
止
条
例
を
制
定

し
な
い
か
。

答　
同
条
例
は
、
顧
客
等
の

過
度
な
言
動
か
ら
労
働
者

を
守
る
た
め
事
業
主
が
労

働
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
、
顧

客
等
が
カ
ス
ハ
ラ
を
行
わ

め
の
防
災
対
策
を
問
う
。

答　
本
市
は
歴
史
的
建
造
物

や
商
店
街
、
文
化
施
設
を

な
い
よ
う
に
責
務
を
課
す

も
の
で
あ
る
。
令
和
６
年

に
東
京
都
が
初
め
て
制
定

し
、
７
年
11
月
時
点
で
全

国
の
８
自
治
体
が
制
定
し

て
い
る
。
国
は
法
の
一
部

を
改
正
し
、
８
年
10
月
か

ら
全
て
の
企
業
や
自
治
体

に
カ
ス
ハ
ラ
か
ら
労
働
者

を
保
護
す
る
た
め
の
対
策

を
義
務
付
け
る
。
対
応
が

含
め
た
地
震
や
風
水
害
に

関
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
防
災
対
策
等

の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
明
石
市
文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
の
中
で

歴
史
的
文
化
遺
産
の
現
状

や
防
災
の
方
針
等
を
明
記

し
て
い
る
。

	
  

消
防
局
は
、
重
要
文
化

財
や
商
店
街
等
に
対
し
、

不
十
分
な
場
合
は
国
が
是

正
を
指
導
・
勧
告
し
従
わ

な
い
場
合
は
名
称
等
が
公

表
さ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ス

ハ
ラ
の
該
当
事
例
や
警
察

等
へ
の
通
報
な
ど
対
応
方

法
の
指
針
が
業
種
別
対
策

企
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て

示
さ
れ
る
予
定
だ
。

	

　
ま
ず
は
市
内
事
業
者
や

市
民
に
法
律
の
趣
旨
や
指

針
等
の
内
容
を
積
極
的
に

周
知
し
、
意
識
の
醸
成
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

条
例
制
定
は
こ
の
取
り
組

み
を
十
分
に
行
っ
た
上
で

必
要
に
応
じ
検
討
し
た
い
。

消
防
用
設
備
等
の
設
置
や

維
持
管
理
、
防
火
管
理
の

状
況
等
に
つ
い
て
定
期
的

な
立
ち
入
り
検
査
を
行
い

指
導
す
る
な
ど
火
災
予
防

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
市
指
定
文
化
財
の

警
報
・
消
火
・
盗
難
防
止

設
備
等
の
経
費
や
復
旧
工

事
の
経
費
の
２
分
の
１
を

補
助
し
て
い
る
。

	
  

さ
ら
に
、
歴
史
的
価
値

の
高
い
文
化
財
資
料
等
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
記
録
・
保

存
は
、
明
石
の
歴
史
文
化

遺
産
等
を
後
世
に
継
承
す

る
重
要
な
取
り
組
み
と
認

識
し
て
い
る
。

	
  

今
後
も
関
係
団
体
や
市

民
と
協
力
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
記
録
化
に
努
め

て
い
く
。

明石の大切な海を次世代へ

豊かな海づくりに参画できる

体験型イベント開催

歴
史
的
町
並
み
や
文
化
遺
産

　
防
災
対
策
や
資
料
等
の
記
録
化

　
　
後
世
に
継
承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は

企
業
や
自
治
体
に
義
務
付
け

  

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

ま
ず
は
事
業
者
や
市
民
の
意
識
啓
発
を

船に乗って明石の海を体感

新
ご
み
処
理
施
設

 

整
備
に
向
け
た

　
　
　
検
討
状
況
は

千　住　啓　介（自由民主党明石・代表質問）
①高市内閣による強い経済を実現する総合経済対策である重点
支援地方交付金の拡充　②来年度実施する小学校体育館への空
調設備設置事業　③神戸マラソン２０２５大会　④明石サービスエ
リアにおけるスマートインターチェンジ設置
梅　田　宏　希（公明党）
①重点支援地方交付金を活用した物価高対策　②教育改革と子
どもの「今」を中心に据えた教育行政　③明石市教育委員会に
おける来賓招待の在り方
山　中　裕　司（市民の会）
①若者の自殺を防ぐための取組　②地域文化の担い手不足への
支援策
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①カスタマーハラスメント防止対策  ②景観計画の策定による明
石の地域特性を踏まえた景観まちづくり
髙　尾　秀　彰（明石維新の会）
①歴史的町並み・文化施設を守り、市民の安全につなぐ防災対策
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①学童保育の現状と体育館空調設備を活用した環境改善　②小
学校給食費無償化に伴う財政への影響と学校諸費の公会計化
尾　倉　あき子（公明党）
①来年度本格実施となる「こども誰でも通園制度」　②さらなる
認知症支援として認知機能検診の実施を　③明石駅周辺のにぎ
わいの創出
黒　田　智　子（市民の会）
①不登校支援　②学習障害を含む発達障害の早期発見と支援　
③明石サービスエリアへのスマートインターチェンジ設置
林　　　丸　美（明石かがやきネット）
①新年度の主な取組（令和７年度予算分）に記載の各種「在り
方の検討」の進捗と意思決定　②野々池貯水池の今後の在り方
検討の早期具体化と利活用に向けた取組　③議案第87号　水と
みどりでつながるあかしネイチャーポジティブ宣言のこと
正　木　克　幸（明石維新の会）
①歳出削減及び歳入拡大　②本市所有資産の有効活用
灰　野　修　平（自由民主党明石）
①あかし保健所１階多目的ホールの活用　②地域経済活性化と
地域産業強化に向けた支援体制の再構築　③ごみ分別促進及び
最終処分場の延命化に関する取組
長　尾　博　子（公明党）
①不登校児童生徒への支援  ②本市の中小企業・中小事業者へ
の支援の拡充　③本市の敬老優待乗車券「寿タクシー利用券」
の見直し
上　田　雅　彦（市民の会）
①新ごみ処理施設整備・運営事業　②明石市地球温暖化対策実
行計画
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①中高年のひきこもり支援の拡充　②南海トラフ巨大地震対策
三　好　　　宏（自由民主党明石）
①明石市の農業の現状とその支援策　②下水道事業の広域化　
③道路交通法の改正に伴う自転車の罰則規定
飯　田　伸　子（公明党）
①市民の健康増進のために健康ポイント制度の拡充を  ②新型
コロナウイルスワクチン定期接種費用の自己負担額軽減
金　尾　良　信（市民の会）
①障害（児）者の移動支援のさらなる充実　②災害発生時にお
ける福祉避難所のさらなる充実　③住みなれた地域で安全・安
心に暮らせる環境づくり
中　川　夏　望（市民の会）
①明石駅周辺地区における取組　②学校給食の充実　③子育て
支援のさらなる拡充
山　下　　　祥（市民の会）
①暮らしているだけで健康になるまち「アクティブシティ」を
目指して
辻　本　達　也（日本共産党）
①明石市自治基本条例に係る市長の認識  ②大久保北部のスマ
ートインターチェンジ設置計画　③ＰＦＡＳ汚染への対応　
④新ごみ処理施設整備基本計画
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①議案第87号　水とみどりでつながるあかしネイチャーポジテ
ィブ宣言のこと　②放課後児童クラブ
家根谷　敦　子（スマイル会）
①豊かな海づくり

老朽化が進む現施設（明石クリーンセンター）


